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スタンダード薬学シリーズⅡ 

“第３巻 化学系薬学 Ⅰ．化学物質の性質と反応”第 1刷 

正 誤・参 考（2019年 9 月現在） 

 

（1）正  誤 

SBO 該当箇所 誤（修正箇所を赤で示した） 正（修正箇所を赤で示した） 

SBO 1 p.30 上から 7行目 化合物の化学反応性や医薬品化合物の生理作用

は，… 

化合物の化学反応性や医薬品化合物の薬理作用

は，… 

SBO 1 p.40 図 1・10 

 

2-ヒドロキシ安息香酸 

2-hydroxybenzoic acid 

2-ヒドロキシベンゼンカルボン酸 

2-hydroxybenzenecarboxylic acid 

SBO 2 p.48 プロピレング

リコール 

    

SBO 3 p.61 例題 3・6解答 

    

SBO 6 p.78 演習 6・1 

  

SBO 8 p.91 欄外 ギブズの標準自由エネルギー変化 

Gibbs standard free energy 

ギブズの標準自由エネルギー変化 

Gibbs standard free energy change 

SBO 8 p.91-92 

 

8・4 発熱反応と吸熱反応 

 化学反応が起こる際の全エネルギー変化は，ギ

ブズの標準自由エネルギー変化 ΔG°で示され，

…（中略）… 

 エネルギー図の中で，ΔG°は“出発物と生成

物のエネルギー差”に対応し，この値がマイナス

であれば発熱反応，プラスであれば吸熱反応であ

ることを意味する（図 8・4）． 

【図 8・4：発熱反応と吸熱反応のエネル

ギー変化】 

 発熱反応は，生成物が出発物よりも安定化する

ためエネルギー的にも有利な反応であるのに対

し，吸熱反応では，生成物が出発物よりもエネル

ギーをもつ必要があるため，外部からエネルギー

を加えないと進行しにくい． 

したがって，発熱反応の場合にはΔG°＜0 であ

るため K＞1 となり，平衡は生成物側に寄ってお

り，一方吸熱反応ではΔG°＞0 であるため K＜

1 となり，平衡は出発物質側に寄っていることが

わかる． 

8・4 発エルゴン反応と吸エルゴン反応 

 化学反応が起こる際のエネルギー変化は，ギブ

ズの標準自由エネルギー変化 ΔG°で示され，…

（中略）… 

 エネルギー図の中で，ΔG°は“出発物と生成

物のエネルギー差”に対応し＊1，この値がマイナ

スであれば発エルゴン反応，プラスであれば吸エ

ルゴン反応であることを意味する（図 8・4）． 

【図 8・4：発エルゴン反応と吸エルゴン

反応のエネルギー変化】 

 発エルゴン反応は，生成物が出発物よりも安定

化するためエネルギー的にも有利な反応である

のに対し，吸エルゴン反応では，生成物が出発物

よりもエネルギーをもつ必要があるため，外部か

らエネルギーを加えないと進行しにくい＊2． 

したがって，発エルゴン反応の場合にはΔG°＜

0 であるため K＞1 となり，平衡は生成物側に寄

っており，一方吸エルゴン反応ではΔG°＞0 で

あるため K＜1 となり，平衡は出発物質側に寄っ

ていることがわかる． 
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SBO 8 p.91-92 

欄外に注を補足 

《p.91 欄外》 

 

《p.92 欄外》 

 

SBO 8 p.92 例題 8・4 例題 8・4 エネルギー図を書いてみよう 次に示

した化学反応において，活性化エネルギーは 17 

kJ/mol，生成熱は 4 kJ/molである．… 

解答 生成熱が正の値なので，図 8・4 の右に示

した吸熱反応に分類される反応である．… 

例題 8・4 エネルギー図を書いてみよう 次に示

した化学反応において，活性化エネルギーは 17 

kJ/mol，エネルギー変化は 4 kJ/molである．… 

解答 エネルギー変化が正の値なので，図 8・4の

右に示した吸エルゴン反応に分類される反応で

ある．… 

SBO 8 p.93 例題 8・5 例題 8・5 多段階反応のエネルギー図を書いてみ

よう 三段階の発熱反応で，… 

解答 …また，発熱反応なので，生成物のほうが

出発物よりもエネルギーが低い．… 

例題 8・5 多段階反応のエネルギー図を書いてみ

よう 三段階の発エルゴン反応で，… 

解答 …また，発エルゴン反応なので，生成物の

ほうが出発物よりもエネルギーが低い．… 

SBO 9 p.98 2.(2)の図 

  

SBO 29 p.218 図 29・2 

  

SBO 29 p.219 図 29・7 

  

SBO 33 p.239 図 33・3 
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SBO 39 p.310 

39・5・2の 2行目 

が可能である．カルボン酸を塩化チオニル

（SO2Cl），… 

が可能である．カルボン酸を塩化チオニル

（SOCl2），… 

SBO 42 p.341 欄外注 ＊2 オクテット構造：原子の周りに 8個の電子を

もつ．希ガス元素と同じ閉殻構造ため，特に安定

である． 

＊2 オクテット構造：原子の周りに 8個の電子を

もつ．希ガス元素と同じ閉殻構造のため，特に安

定である． 

SBO 42 p.345 

下から 7行目 

共鳴効果（＋M効果） 共鳴効果（＋R効果） 

SBO 43 p.353 囲み記事内 

炭素化合物の表 

  

SBO 31 p.364 図 31・10 

  

SBO 1 

後半 

p.372  

上から 14行目と 

欄外図 1・12 

… “カルボキサミド carboxamide”をつける（図

1・12）．… 

【欄外図 1・12】シクロヘキサンカルボキサミド 

… “カルボキシアミド carboxamide”をつける

（図 1・12）．… 

【欄外図 1・12】シクロヘキサンカルボシアミド 

※ この修正は，IUPAC 2013勧告に基づく 2016

日本化学会化合物命名法の変更による 

SBO 1 

後半 

p.373 図 1・14 シクロヘキサンカルバルデヒド シクロヘキサンカルボアルデヒド 

解 答 p.391 演習 8・3 発熱反応なので… 発エルゴン反応なので… 

解 答 p.423 

応用・発展 36・1 

  

解 答 p.426 

演習 38・8 

  

解 答 p.430 

演習 41・2 

  

索 引 p.442 対称性 24 対称性 25 
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（2）参  考 

SBO 該当箇所 変更前（変更箇所を赤で示した） 変更後（変更箇所を赤で示した） 

SBO 8 p.92 最下段の図 

 
 

SBO 36 p.275 一番下の反

応式 

  

SBO 36 p.276 図 36・10 

  

SBO 38 p.295 演習 38・7欄

外にLDAの説明を

補足 

 

  

SBO 39 p.310 

39・5・2の反応式 

  

SBO 43 p.354  

応用・発展 43・2 

 

(a) CF3CO2H（pKa＝0.5） 

(b) CH3CO2H（pKa＝4.6） 

《p.351 表 43・3の pKa 値に統一した》 

(a) CF3CO2H（pKa＝0.2） 

(b) CH3CO2H（pKa＝4.8） 

解 答 p.435 

応用・発展 43・2 (2) 

 

(a) CF3CO2H（pKa＝0.5）については，log([A－]/ 

[HA])＝5.5－0.5＝5 

よって CF3CO2
－：CF3CO2H＝99.9999：0.0001． 

(b) CH3CO2H（pKa＝4.6）については，log([A－]/ 

[HA])＝5.5－4.6＝0.9 

よって CH3CO2
－：CH3CO2H＝89：11． 

《上の問題設定変更に伴って》 

(a) CF3CO2H（pKa＝0.2）については，log([A－]/ 

[HA])＝5.5－0.2＝5.3 

よって CF3CO2
－：CF3CO2H＝99.9995：0.0005． 

(b) CH3CO2H（pKa＝4.8 については，log([A－]/ 

[HA])＝5.5－4.8＝0.7 

よって CH3CO2
－：CH3CO2H＝83.4：16.6． 

解 答 p.386 

応用・発展 F・2 (4) 

    

 


